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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

　

但
馬
地
域
で
は
但
馬
３
市
２

町
が
県
と
連
携
し
、
平
成
22
年

４
月
に
「
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
豊
岡
市
内
に
開

設
、
現
在
８
人
の
相
談
員
（
県

２
人
、
市
町
６
人
）
が
共
同
で

消
費
生
活
相
談
や
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
役
場
で
も
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
多

重
債
務
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費

生
活
問
題
に
対
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
22
年
度
か
ら
役
場

町
民
課
内
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
設
置
し
、

専
門
の
相
談
員
を
配
置
し
て
相
談
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
窓
口
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

消
費
生
活
相
談

を
受
け
る
だ
け

で
は
な
く
、
出

前
講
座
な
ど
で

地
域
に
出
向
き
、

最
近
増
え
て
き

て
い
る
悪
質
商

法
や
そ
の
実
態

な
ど
の
紹
介
を

通
し
て
、
消
費

生
活
問
題
の
啓

発
を
行
っ
て
い

ま
す
。

 但馬内であった

 相談事例
（平成 22年度）

 

?
そ
の

ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ

こ
と
ば

　
　

「
必
ず
も
う
か
る
」、「
こ
れ
が
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
」
な
ど
、
言
葉
巧
み
に
商
品

な
ど
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

出
会
い
系
サ
イ
ト
や
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

な
ど
を
閲
覧
し
て
い
て
、
高
額
な
請
求
を
受

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ
う
な

悪
質
商
法
は
次
々
と
新
し
い
手
口
に
な
り
、

多
く
の
人
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
を
訪
問
し
、
必
要
の
な
い
商

品
を
強
引
で
し
つ
こ
い
勧
誘
に
よ
っ
て
無
理

や
り
契
約
さ
せ
る
な
ど
、
特
に
高
齢
者
を

狙
っ
た
不
当
な
勧
誘
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

年
々
、
多
様
化
・
複
雑
化
し
、
ま
す
ま
す

巧
妙
に
な
っ
て
い
る
悪
質
商
法
、
そ
し
て
多

重
債
務
の
問
題
な
ど
か
ら
私
た
ち
自
身
を
守

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
但
馬
地
域
で
の
消
費
生
活
相
談

の
実
態
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
ど
う

す
れ
ば
安
心
で
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
と
は
…

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
た
苦
情
や
さ
ま

ざ
ま
な
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
、
消
費

者
の
視
点
に
立
ち
、
解
決
に
向
け
て
相
談
に

応
じ
る
窓
口
を
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
と

い
い
ま
す
。

（件数）

1899

2150
2081 2023

1693

2209

288 355 288
385

591

772

平
成
17
年
度

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

平
成
21
年
度

平
成
22
年
度

…市町受付件数

（図 1）但馬管内の年度別受付件数

※ 数値は但馬 3市 2町の消費生活相談窓口（香美町では役場町
民課）、県但馬消費生活センター、たじま消費者ホットライ
ン（平成 22 年度開設）で受け付けた相談および問い合わせ
を合計したもの

※ 相談とは消費者被害が発生しているか、発生するおそれのあ
るものをいい、問い合わせとは個人間のトラブルや生活相談
に関するものをいう

●問い合わせ先　役場町民課

　　　　　　　　　消費生活相談窓口

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
音
楽
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
る
と

画
面
横
に
ア
ダ
ル
ト
広
告
が
。
興
味
本

位
で
閲
覧
し
、年
齢
を
入
力
し
た
ら「
３

日
以
内
に
利
用
料
金
を
入
金
し
て
く
だ

さ
い
」
と
表
示
さ
れ
た
後
「
あ
と
○
日

○
時
間
○
秒
」
と
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の

画
面
が
。
パ
ソ
コ
ン
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ

ン
し
て
も
表
示
が
消
え
な
い
。

Ａ
典
型
的
な
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐

欺
で
、
支
払
う
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
。
貼
り
付
い
た
画
面
は
シ
ス
テ

ム
の
復
元
や
初
期
設
定
に
戻
す
こ
と
で

改
善
し
ま
す
。
方
法
が
分
か
ら
な
い
人

は
、
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
や
購
入
先
に

問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

健
康
食
品

Ｑ
知
人
か
ら
「
体
に
い
い
か
ら
」

と
栄
養
ド
リ
ン
ク
剤
を
勧
め

ら
れ
、
購
入
手
続
き
を
行
っ
た
。
し
か

し
、後
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と「
清

涼
飲
料
水
」
と
あ
り
、
ド
リ
ン
ク
剤
で

は
な
い
こ
と
が
判
明
。

Ａ
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
内
で

あ
れ
ば
、
解
除
通
知
の
旨
を

を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
簡
易
書
留
で
送
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
併
せ
て
販
売
会
社

に
も
電
話
で
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。
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多
様
化
・
複
雑
化
す
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

消
費
生
活
相
談

　

昨
年
度
、
但
馬
内
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
（
県
、
市
町
、
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
で
受
け

付
け
た
相
談
や
問
い
合
わ
せ
の
件
数
は
、
前

年
度
比
９
・
２
％
増
の
２
２
０
９
件
に
上
り
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
１
）。
こ

の
う
ち
消
費
者
被
害
に
関
す
る
相
談
は
１
７

５
４
件
、
全
体
の
約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

商
品
別
に
見
て
（
図
２
）、
最
も
多
い
も

の
が
「
金
融
・
保
険
サ
ー
ビ
ス
」
で
、39
・
０
％
、

約
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
金
融
機

関
か
ら
の
借
り
入
れ
や
住
宅
ロ
ー
ン
、
自
動

車
ロ
ー
ン
な
ど
の
相
談
で
す
。
次
い
で
多
い

も
の
が
「
運
輸
・
通
信
サ
ー
ビ
ス
」
の
16
・

４
％
で
、
こ
れ
は
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
で
有
料
情
報
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
際
の
利

用
料
金
の
相
談
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
書

籍
、印
刷
物
、資
格
取
得
用
教
材
な
ど
の
「
教

養
・
娯
楽
品
」、健
康
食
品
な
ど
の
「
食
料
品
」、

給
湯
シ
ス
テ
ム
や
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

オ
ー
ナ
ー
契
約
な
ど
の
「
土
地
・
建
物
」
と

続
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
別
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
多
重

債
務
に
関
す
る
相
談
は
６
１
１
件
、
全
体
の

３
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
件
数
も
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
も
の
を
集
計

し
た
だ
け
で
す
の
で
、
実
際
、
消
費
者
被
害

に
遭
い
、
泣
き
寝
入
り
し
て
い
る
人
は
さ
ら

に
多
い
も
の
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
に
見
る
と
（
図
３
）、
家

計
を
支
え
る
世
代
で
あ
る
30
〜
50
歳
代
の
割

合
が
全
体
の
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
多
く
が
経
済
の
悪
化
に
伴
う
生
活
苦
な
ど

に
起
因
す
る
借
金
や
サ
ラ
金
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
返
済
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
、
後
を
絶
た

な
い
状
況
で
す
。

　

年
代
別
に
最
も
相
談
割
合
が
高
い
70
歳
代

で
は
、
年
金
や
老
後
の
た
め
の
蓄
え
を
狙
っ

た
被
害
が
多
く
、
高
額
商
品
の
強
引
な
訪
問

販
売
や
、
未
公
開
株
を
購
入
さ
せ
て
高
値
で

買
い
取
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
契
約
を
迫
る

な
ど
の
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
し
て
消
費

者
に
近
づ
い
て
い
る
か
を
見
る
と
（
図
４
）、

消
費
者
が
業
者
の
も
と
に
出
向
き
、
商
品
の

購
入
や
金
銭
の
貸
借
契
約
を
行
う
「
店
舗
購

入
」
の
割
合
が
全
体
の
45
・
２
％
と
最
も
高

く
、
次
い
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
商

品
購
入
や
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
な
ど
の
「
通

信
販
売
」、
業
者
が
消
費
者
の
も
と
を
訪
れ

高
額
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
「
訪

問
販
売
」
と
続
き
ま
す
。

　

最
近
は
パ
ソ
コ
ン
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
高
機
能
携
帯
電
話
の
普
及

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
手
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、

ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

な
ど
の
有
料
情
報

サ
イ
ト
で
の
ト
ラ

ブ
ル
が
特
に
目

立
っ
て
き
て
い
ま

す
。

▲ 出前講座で消費生活相談員の説明を聞く
皆さん（6月 30 日、香住区間室）

30 歳代 13.5％30 歳代 13.5％

20 歳未満 2.4％20 歳未満 2.4％
20 歳代 7.1％20 歳代 7.1％

40 歳代 18.1％40 歳代 18.1％

50 歳代 16.3％50 歳代 16.3％

60 歳代 16.4％60 歳代 16.4％

70 歳代 19.0％70 歳代 19.0％

年齢不明 7.2％年齢不明 7.2％

相談件数相談件数
17541754件

（図 3）年代別相談割合（平成 22年度）

店舗購入 店舗購入 
45.2％45.2％
（借金・サラ金など）（借金・サラ金など）

通信販売 20.4％通信販売 20.4％
（インターネットなど）（インターネットなど）

訪問販売 訪問販売 
14.1％14.1％

その他 その他 
10.2％10.2％

マルチなど 1.4％マルチなど 1.4％

電話勧誘販売電話勧誘販売
8.7％8.7％

相談件数相談件数
17541754件

（図 4）形態別相談割合（平成 22年度）

金融・保険金融・保険
サービスサービス
39.0％39.0％

運輸・通信運輸・通信
サービスサービス
16.4％16.4％教養・娯楽品教養・娯楽品

6.7％6.7％

土地・建物 3.6％土地・建物 3.6％
食料品 3.8％食料品 3.8％

その他 30.5％その他 30.5％
相談件数相談件数
17541754件

（図 2）商品別相談割合（平成 22年度）

布
団
の
訪
問
販
売

Ｑ
自
宅
に
布
団
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
勧
誘
販
売
員
が
。「
布
団
を

見
せ
て
ほ
し
い
」
と
言
う
の
で
見
せ
た

ら
「
カ
ビ
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

で
は
あ
な
た
は
病
気
に
な
る
」「
今
な

ら
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
を
安
く
す
る
」
な

ど
と
長
時
間
説
明
を
受
け
た
。
結
局
、

布
団
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
し
、
代
金

の
一
部
を
支
払
っ
た
。
後
で
契
約
書
を

見
る
と
驚
く
ほ
ど
高
額
だ
っ
た
。

Ａ
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
内
で

あ
れ
ば
、
解
除
通
知
の
旨
を

を
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
簡
易
書
留
で
送
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
で
に
支
払
っ
た

代
金
に
つ
い
て
も
返
金
を
求
め
ま
し
ょ

う
。マ

ン
シ
ョ
ン
購
入
の
電
話
勧
誘

Ｑ
職
場
の
電
話
に
マ
ン
シ
ョ
ン

購
入
の
勧
誘
が
。「
い
ら
な
い
」

と
電
話
を
切
っ
て
も
、
す
ぐ
に
電
話
が

あ
り
「
な
ぜ
切
っ
た
。
お
前
の
家
の
前

で
待
っ
て
や
る
」
と
お
ど
し
て
く
る
。

Ａ
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
の
迷
惑
勧

誘
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
勧
誘
し
て
く
る
会
社
、
部
署
、

担
当
者
の
氏
名
を
聞
き
取
り
、
消
費
生

活
相
談
窓
口
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
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！
あ
ま
い〝

う
ら
〞
が
あ
る

こ
と
ば
に
は

問
題
解
決
に
は
…

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
「
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
ま
ず
相
談
を
」
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
が
、
借
金
や
多
重
債
務
の
問
題
は
相
談

し
に
く
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
恥
ず
か
し
さ
が

先
に
立
っ
て
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
一
人

で
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

的
な
問
題
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
被
害
は
病
気
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

病
気
に
な
っ
た
ら
病
院
に
行
く
の
が
当
然
の
よ

う
に
、
役
場
は
診
療
所
、
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
は
病
院
だ
と
思
っ
て
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
被
害
に
遭
っ
た
当

事
者
が
「
解
決
し
た
い
」
と
強
い
意
志
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
気
持
ち
が
な
い
と
、

治
る
も
の
も
治
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
の
病
気
が
ほ
か
の
人
に
感
染
し

な
い
よ
う
に
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
い
い
の
で

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
情
報
を
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。
不
審
な
は
が
き
や
メ
ー
ル
が
届
い
た
、

見
か
け
な
い
業
者
が
地
域
を
出
入
り
し
て
い
る

な
ど
、
そ
の
よ
う
な
情
報
を
集
約
し
て
注
意
喚

起
す
れ
ば
、
不
幸
な
被
害
に
遭
う
人
を
一
人
で

も
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費
者
被

害
を
な
く
し
、
元
気
な
ま
ち
に
す
る
た
め
に
も

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
消
費
生
活
相
談
に
私
た
ち
相
談

員
は
日
々
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら

は
県
と
各
市
町
の
相
談
員
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

「
た
じ
ま
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
立
ち
上

げ
、
相
談
員
同
士
の
情
報
交
換
や
業
者
と
の
交

渉
力
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
度
の
但
馬
地
域
で
の

消
費
者
被
害
の
救
済
額
は
３
億
４
０
０
０
万
円

あ
ま
り
に
も
な
り
ま
す
。
消
費
者
被
害
は
社
会

　

し
か
し
、
一
人
で
悩
ん
で
も
問
題
は
解
決

せ
ず
、
業
者
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
高
額
商
品
の
契
約
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
は
、
い
っ
た
ん
代
金
を
支
払
っ

て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様

化
や
複
雑
化
、
ま
た
、
業
者
の
手
口
も
巧
妙

に
な
り
、
消
費
者
自
身
が
被
害
に
遭
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

消
費
者
自
身
が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
見

抜
く
力
を
日
ご
ろ
か
ら
養
う
こ
と
、
そ
し
て

悪
質
業
者
に
対
す
る
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
お

く
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
少
し
で
も
不
安
に

思
っ
た
時
は
、
気
軽
に
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
各
窓
口
で
は
秘
密
は

厳
守
さ
れ
、
相
談
も
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。

　

時
間
が
た
つ
ほ
ど
、
消
費
生
活
問
題
は
絡

み
合
っ
た
糸
の
よ
う
に
解
決
が
難
し
く
な
り

ま
す
。

 

消
費
生
活
問
題
で

「
困
っ
た
こ
と
」、「
気

が
か
り
な
こ
と
」
を

お
持
ち
の
人
は
、
気

軽
に
、
そ
し
て
早
め

に
相
談
す
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

＜消費生活相談窓口＞
●役場消費生活相談窓口

　（役場町民課内）

　℡ 0796・36・1941（直通）

●たじま消費者ホットライン

　℡ 0796・23・1999

※相談無料で秘密は厳守 !!

▲ たじま消費者ホットラインの
マスコット「ホットちゃん」

　 〝ホット〟な気持ちで相談者
を支援し、相談者を〝ほっと〟
させるように奮闘する消費生
活相談員のイメージを表して
います。

県但馬消費生活センター　

　義本みどり相談員（写真右）

役場消費生活相談窓口　

　磯田幸代相談員（写真左）

「しまった、困った、その時は…」

お気軽にお電話ください !!

私
た
ち
と
一
緒
に　
　
　
　
　

私
た
ち
と
一
緒
に　
　
　
　
　

　
　
　

闘
い
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

闘
い
ま
し
ょ
う
！
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ふるさと納税制度のご紹介
皆さんの力が「ふるさと香美」を育てます

●問い合わせ（申し込み）先　役場総務課

　香美町ご出身の方をはじめ、全国から「ふるさと香

美町づくり」に多くのご協力をいただき、心から感謝

いたします。

　平成 22 年度の寄付金は 1,219 件、1,914 万円でした。

寄付金は町の基金に積み立て、ご寄付いただいた方々

のご意向に沿うよう、まちづくりに役立てていく予定

です。

　今年度も引き続き実施しています。ふるさと香美町

に特別な想いをお持ちの皆さまをはじめ、香美町の施

策や取り組みにご賛同いただける皆さまからの温かい

ご支援をお待ちしております。

◇寄付の方法

　電話などでご連絡いただければ、町から「納付

書」などの関係書類をお送りします。

◇住民税・所得税の控除

　寄付をしていただいた額のうち５千円を超える

分が住民税、2千円を超える分が所得税の控除対

象となります。

◇町からのお礼

　「ふるさと納税制度」により１万円以上寄付を

していただいた方には、町内の豊かな自然が育ん

だ特産品 ( ５千円相当 ) をお贈りさせていただき

ます。

 平成 22 年度の使途別の寄付金額など

番号 項　目 主な使途 件　数 金　額

①
将来を担う小・中学生の調和のとれ
た教育の推進と教育環境の整備

自然学校、ふるさと教育、トライやる・
ウィークなどの実施

527 件　 731 万円　

②
多彩な資源を生かして観光対策の推
進を図る事業

観光資源のＰＲ、但馬牛食まつり、香住ふ
るさとまつりなどの実施

248 件　 387 万円　

③
山と海との特色ある産業の振興を図
る事業

地産地消の推進、魚食普及、水産加工業な
どの支援

341 件　 416 万円　

④ 活力ある福祉社会の創造を図る事業
子育て支援、地域見守り活動などの支援、
妊婦検診支援、出産祝金の支給など

104 件　 190 万円　

⑤
町民と行政が一体となったまちづく
り運動の推進を図る事業

花フェスタ、あいさつ運動などの実施、歴
史文化講座、まちづくり活動などの支援

58件　 117 万円　

⑥
幹線交通ネットワークの整備促進を
図る事業

町道の新設、改良など 63件　 73万円　

合　計 ー 1,341 件　 1,914 万円　

※件数は複数の使途事業を希望された人もあり、実際の寄附件数とは一致しません。

▲ 

子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
育
つ

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

（
５
月
５
日
、
わ
か
め
ま
つ
り
）

ご
長
寿
の
お
祝
い

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

88
歳
を
迎
え
ら
れ
る
町
民
の
方
々
に

対
し
、
次
の
と
お
り
長
寿
の
お
祝
い
を

し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
事
前
に
ご
連
絡
し
、

ご
自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
手
続
き
な
ど
は
不
要
）

◇
対
象

　

今
年
９
月
15
日
現
在
で
、満
88
歳（
大

正
11
年
９
月
16
日
か
ら
大
正
12
年
９
月

15
日
ま
で
の
生
ま
れ
）
で
、
町
内
に
10

年
以
上
お
住
ま
い
の
人

◇
お
祝
い
の
時
期

　

９
月
（
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
中
）

◇
お
祝
い
品

　

お
祝
い
状
と
粗
品
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

地域医療
今、私たちにできること…

●問い合わせ先　役場健康課地域医療対策室

　

医
師
、
住
民
、
行
政
が
手
を
携
え
、

医
療
を
通
し
て
よ
り
良
い
地
域
社
会

を
目
指
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
住
む

人
々
が
健
康
で
安
心
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
で
少
し
ず
つ
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
香
美
町
地
域
医
療
巡
回

講
座
を
紹
介
し
ま
す
。

医
師
と
住
民

　

と
も
に
学
び
育
て
る
地
域
医
療

　

香
美
町
地
域
医
療
巡
回
講
座
は
、
医
師
が

地
域
に
出
向
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
や

病
気
な
ど
の
予
防
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
、
参
加
し

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
自
分
の
健
康
を
守
る

意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
医
療
機
関
を
受

診
し
た
場
合
、
医
師
と
患
者
の
垣
根
を
超
え

る
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
講
座
で
は
、
医
師
と
の
対
話
、

交
流
を
気
軽
に
で
き
る
よ
う
、
意
見
交
換
の

時
間
を
多
く
と
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
講
座
に
よ
り
、
医
師
、
そ
し
て
地
域

の
皆
さ
ん
が
地
域
医
療
へ
の
相
互
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

健
康
を
見
直
し

　

医
師
と
対
話
す
る
機
会
に
！

　

５
月
26
日
、
今
年
度
２
回
目
と
な
る
地
域

医
療
巡
回
講
座
を
兎
塚
地
区
公
民
館
で
開
催

し
、
講
座
に
は
65
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
血
圧
測
定
や
問
診
な
ど
を
通
し
て

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
参
加
者
。
そ
の
後
、

「
高
血
圧
と
減
塩
」、「
高
齢
者
の
た
め
の
〝
ほ

ぼ
〞
た
だ
で
で
き
る
健
康
法
」、「
終
末
期
医

療
の
お
話
」
と
題
し
て
、
公
立
村
岡
病
院
の

石
田
長
次
院
長
と
同
院
で
研
修
中
の
繁し

げ

じ治
純

医
師
が
行
っ
た
講
義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。

　

講
義
後
に
行
わ

れ
た
医
師
と
の
意

見
交
換
で
は
「
高

血
圧
の
本
当
の
意

味
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
で

き
る
こ
と
か
ら
頑

張
り
ま
す
」
な
ど
、

自
分
自
身
の
健
康

を
見
直
す
き
っ
か

とき ところ 内容

8月 19日（金）

　13:30 ～ 14:30

みなと保育園

　（香住区一日市）

「子どもの予防接種について」

公立香住病院

　小児科医師　大塚拓治医師

８月 24日（水）

　14:00 ～ 16:00

村岡老人

　福祉センター

「高血圧と食事の塩分制限（予定）」、「終末期医療のお話」、

「高齢者のための〝ほぼ〟ただでできる健康法」

公立村岡病院

　石田長次病院長、同院研修医

8 月の開催予定

　今年度の開催回数は、香住区で８回、村岡・小代区で８回程度を予定してい
ます。講師は、主に町内の公立病院の医師です。
　講座は、町内の各地域で開催しますが、地区に関らず、どの講座でもお気軽
にご参加ください。また、各種団体などの集まりと併せて開催する場合にも、
どなたでも参加できます。

け
に
な
っ
た
参
加
者
も
。
多
く
の
参
加
者
は

「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
医
師
と
同
じ
目
の

高
さ
で
話
が
で
き
た
」
と
声
を
そ
ろ
え
て
い

ま
し
た
。

講
座
に
参
加
し
た

　

研
修
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

第
２
回
の
講
座
に
講
師
と
し
て
参
加
し
た

研
修
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
抜
粋
）

を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
医
療
勉
強
会
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
医
師
も
と
も
に
学
ん
で
い
る

こ
と
が
分
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲ 講義を楽しむ参加者（5月 26 日、兎塚地区公民館）

　

先
日
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
神
戸
大
学

病
院
研
修
医 

繁
治 

純
で
す
。

　

今
回
は
高
血
圧
と
減
塩
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
多
く
は
、

高
血
圧
症
を
抱
え
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
り
引

き
起
こ
さ
れ
る
病
気
は
脳の

う
そ
っ
ち
ゅ
う

卒
中
、
心し

ん

き

ん

こ

う

そ

く

筋
梗
塞

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
塩
分
の
取
り
過
ぎ
な

ど
が
高
血
圧
の
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
食
物
に
含
ま
れ
る
塩
分
量
や
減
塩
に
気

を
付
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
話
し
て
み
て
感
じ
た
の
は
、
皆
さ

ん
、
と
て
も
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
、
中
に

は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
い
た
り
、
健
康
お

よ
び
医
療
に
対
し
て
、
と
て
も
興
味
を
も
っ

て
お
ら
れ
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
後
と
も
医
療
従
事
者
と
住
民
が
協
力
し

て
健
康
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

夏
場
に
多
い
「
脳

の

う

こ

う

そ

く

梗
塞
」
！

　

 　
　

〜 

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
忘
れ
ず
に 

〜
　

脳
血
管
障
害
（
脳の

う
そ
っ
ち
ゅ
う

卒
中
）
に
は
、脳
の
血
管
が
破
れ
る
「
脳

出
血
」
と
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
「
脳
梗
塞
」
が
あ
り
、
一
般

的
に
は
、
血
圧
が
上
昇
し
や
す
い
冬
に
起
こ
り
や
す
い
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
脳
梗
塞
は
夏
場
の
発
生
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

昨
年
度
の
町
内
40
歳
〜
74
歳
の
要
介
護
認
定
原
因
を
疾
患

別
に
見
る
と
、
脳
血
管
障
害
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

若
い
年
代
も
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　
　
　
　
　
　
　
　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

原
因
は
「
水
分
量
の
低
下
」

　

夏
場
に
脳
梗
塞
が
起
こ
り
や
す
い
主
な
原

因
は
、
脱
水
に
よ
る
体
内
の
水
分
不
足
で
す
。

　

夏
場
は
大
量
に
発
汗
す
る
こ
と
が
多
く
、

体
内
の
水
分
量
が
低
下
し
、
血
液
が
ド
ロ
ド

ロ
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
血
流
が
悪
く

な
り
血
栓
（
血
の
か
た
ま
り
）
が
で
き
や
す

く
な
り
ま
す
。
特
に
、
就
寝
中
の
水
分
量
の

低
下
や
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
に
よ
る
利

尿
作
用
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

脳
梗
塞
の
前
触
れ

　

次
の
よ
う
な
症
状
は
、
た
い
て
い
の
場
合

す
ぐ
に
治
ま
り
ま
す
が
、
後
で
脳
梗
塞
を
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
様
子
を
見
な
い
で

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

体
の
左
右
ど
ち
ら
か
が
動
か
せ
な
い
、
力

が
入
ら
な
い
。　

・ 

体
の
左
右
ど
ち
ら
か
が
し
び
れ
る
、
感
覚

が
鈍
く
な
る
。

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
ず
言
葉
が
出
て
こ
な
い
。

・ 
片
方
の
目
が
見
え
な
い
、
視
野
が
半
分
欠

け
る
。

・ 

足
元
が
ふ
ら
つ
い
た
り
、め
ま
い
が
起
こ
る
。

夏
場
の
脳
梗
塞
予
防

こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
！

　

水
分
を
摂
取
し
て
か
ら
、
体
全
体
に
い
き

わ
た
る
の
に
15
〜
20
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

汗
を
か
い
て
い
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、
高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に

く
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
定
期
的
に
水
分
補

給
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
室
内
に
い
る

と
脱
水
症
状
に
気
付
き
に
く
い
の
で
す
が
、

尿
の
色
が
濃
く
な
っ
て
い
た
ら
水
分
不
足
の

サ
イ
ン
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

エ
ア
コ
ン
に
注
意
！

　

エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
室
内
は
思
い
の
ほ
か

乾
燥
し
、
常
に
体
か
ら
少
し
ず
つ
水
分
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。

就
寝
前
の
大
量
飲
酒
を
避
け
よ
う
！

　

ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
利
尿
作

用
が
あ
り
、
飲
酒
で
取
っ
た
水
分
以
上
に
尿

と
な
り
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
飲
酒
の
際

は
飲
み
過
ぎ
に
注
意
す
る
と
同
時
に
、
飲
酒

後
に
コ
ッ
プ
１
、
２
杯
の
水
を
飲
む
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

就
寝
前
後
に
も
水
分
補
給
を
！

　

就
寝
中
、
平
均
す
る
と
コ
ッ
プ
１
杯
程
度

の
汗
を
か
き
ま
す
。
真
夏
の
熱
帯
夜
と
も
な

る
と
、
大
量
に
発
汗
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
起
床
時
の
前
後
は
血
圧

が
上
昇
す
る
と
同
時
に
、
活
動
に
備
え
て
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
血
液
が
固
ま
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
起
床
時
に
は
水
を
コ
ッ

プ
１
杯
飲
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
中
高
年
に
な
る
と
、
睡
眠
中
に
ト

イ
レ
に
立
つ
こ
と
を
嫌
っ
て
夜
間
の
水
分
摂

取
を
控
え
る
人
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
変

危
険
で
す
。
枕
元
に
水
を
置
い
て
、
い
つ
で

も
飲
め
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
血
圧
が
高
め
の
人
や
動
脈
硬
化
の
疑
い

が
あ
る
人
は
、
睡
眠
の
前
後
の
水
分
補
給
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　接種開始年齢が、

生後 2ヵ月から 1

歳未満の乳幼児は、

初回免疫として 2

回から 3 回（接

種開始年齢で回数

が異なる）の接種後、追加免疫と

しておおむね 1年後に追加接種

を行います。

　追加接種を希望する人は、追加

接種を行なう日の 1ヵ月前まで

に、印鑑と母子健康手帳を持参の

うえ、役場健康課または各地域局

の健康福祉課で助成券の申請を行

なってください。

　なお、これまでに申請を行なっ

た人の助成券は、初回免疫の接種

分のみですので、再度、申請を行

う必要があります。

ヒブワクチンの
追加免疫接種について
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みんな集まれ！

山陰海岸ジオパーク

＜問い合わせ先＞

役場観光商工課

　香美町海の文化館　℡ 0796・36・4671

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
に
加
盟
し
た
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
町
内
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
同
コ
ー
ナ
ー
。

　

今
回
は
、「
水
」
と
ジ
オ
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー

の
募
集
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

香
美
町
を
南
北
に
流
れ
る
清
流
、
矢
田
川
。

　

そ
の
源
流
の
一
つ
が
、
平
成
の
名
水
百
選
に
選

ば
れ
た
「
か
つ
ら
の
千
年
水
」（
村
岡
区
和
池
）

で
す
。
こ
こ
か
ら
わ
き
出
る
澄
み
き
っ
た
水
は
口

当
た
り
の
よ
い
軟
水
で
、
コ
ー
ヒ
ー
や
抹
茶
、
野

菜
の
煮
炊
き
に
適
し
て
い
る
ほ
か
、
肌
に
も
優
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
水
に
は
硬
水
と
軟
水
が
あ
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。
ミ
ネ
ラ
ル
（
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
）
の
含
有
量
が
比
較
的
多
い
も

の
を
硬
水
、
少
な
い
も
の
を
軟
水
と
区
分
し
て
い

ま
す
。
見
た
目
が
同
じ
水
で
も
、
口
当
た
り
や
風

味
が
違
う
の
は
こ
の
た
め
で
す
。
硬
水
は
、
雨
や

雪
が
地
中
に
し
み
込
ん
だ
後
、
石
灰
岩
（
古
代
の

サ
ン
ゴ
や
有ゆ

う
こ
う
ち
ゅ
う

孔
虫
（
殻
を
持
っ
た
微
小
な
原
生
生

物
）
な
ど
の
死
が
い
が
堆
積
し
て
で
き
た
も
の
）

を
多
く
含
む
地
中
を
、
長
い
時
間
を
か
け
て
流
れ

て
地
上
に
わ
き
出
し
た
も
の
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米
な
ど
に
多
く
存
在
し

ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
火
山
活
動
な
ど
で
形
成
さ

れ
た
山
岳
地
帯
な
ど
で
は
、
石
灰
質
が
比
較
的
少

な
い
う
え
、
地
形
が
急
峻
で
大
地
に
浸
透
す
る
時

間
が
短
い
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
関
東
平
野
を
除

い
て
比
較
的
軟
水
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
の
「
だ
し
文
化
」
は
、
こ
の
よ
う
な
水
質

大
地
の
恵
み
「
水
」
と
「
だ
し
」

ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
募
集
中
！

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
の

紹
介
、
お
気
に
入
り
の
ジ
オ
サ
イ
ト
自
慢

な
ど
、
専
門
的
な
説
明
で
は
な
く
、
簡
単

な
案
内
を
す
る「
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス
タ
ー
」

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

２
時
間
程
度
の
講
習
会
を
受
講
す
れ
ば
、

あ
な
た
も
す
ぐ
に
「
ジ
オ
パ
ー
ク
マ
ス

タ
ー
」
で
す
。
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象

　

町
内
に
住
む
人
な
ら
ど
な
た
で
も
受
講

で
き
、
個
人
、
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
。
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き
、
と
こ
ろ

　

【
第
１
、
２
回
】
（
申
込
期
限
…
８
月
19
日
（
金
））

　

 　

・   ８
月
24
日
（
水
）
の
午
後
２
〜
４
時
、 

午
後
７
〜
９
時

　
　

・
香
住
区
中
央
公
民
館

　

【
第
３
回
】
（
申
込
期
限
…
８
月
29
日
（
月
））

　
　

・
９
月
４
日
（
日
）
の
午
後
７
〜
９
時

　
　

・
村
岡
区
中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

役
場
観
光
商
工
課

と
深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
う
ど
ん

だ
し
。
関
西
は
カ
ツ
オ
と
昆
布
で
だ
し
を
と
り
、

仕
上
げ
に
薄
口
し
ょ
う
ゆ
で
味
を
調
え
ま
す
が
、

関
東
で
は
濃
口
し
ょ
う
ゆ
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
、
う

ま
味
を
加
え
ま
す
。
な
ぜ
、
関
東
と
関
西
で
は
味

つ
け
が
異
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

実
は
、
軟
水
は
昆
布
の
だ
し
の
う
ま
味
が
出
や

す
い
の
に
対
し
、
硬
水
を
使
う
と
、
そ
こ
に
含
ま

れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
が
昆
布
の
細
胞
壁
を
固
く
し
て
し

ま
い
、
だ
し
の
う
ま
味
が
出
に
く
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
不
足
す
る
う
ま
味
成
分
を
補
お
う
と
、

関
東
の
だ
し
は
大
豆
を
醸
造
す
る
こ
と
で
う
ま
味

成
分
を
多
く
含
ん
だ
濃
口
し
ょ
う
ゆ
を
使
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

大
地
の
恵
み
で
あ
る
水
を
う
ま
く
使
い
、
そ
の

土
地
に
あ
っ
た
料
理
法
を
生
み
出
し
て
き
た
先
人

た
ち
。
私
た
ち
が
旅
先
で
味
わ
う
料
理
一
つ
と
っ

て
も
、
ジ
オ
と
人
々
の
生
活
が
密
接
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

ジ
オ
の
「
水
先
案
内
人
」

先

▲ 大カツラの懐から流れ出る
　「かつらの千年水」
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

通
信

い

き
い
き

高
齢
者
を
見
守
る
地
域
づ
く
り
！

高
齢
者
を
見
守
る
地
域
づ
く
り
！

香
美
町
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

郵 便 は が き

き
り
と
り
線

兵庫県美方郡香美町香住区香住８７０－１

香美町役場 町民課内

ご氏名

ふりがな

ご住所
〒　　　ｰ　　　　

お電話番号 （　　　　　　）　　　―　　　　　　　

50
円
切
手
を

貼
っ
て
く
だ

さ
い 6 6 9 6 5 9 2

ごみ減量アイデア募集係  行き
（環境消防係）

　ごみを減らすためには、適正に分別

し資源化することのほか、各家庭から

ごみを出さない取り組みが必要です。

　そこで、皆さんが日頃から取り組ん

でいることやひらめいたことなど「家

庭ごみを減らす・出さない」アイデア

や提案を募集しています。

　左のハガキに必要事項をご記入いた

だき、点線に沿って切り離し、今年

10 月末日までに役場町民課または各

地域局健康福祉課にご提出いただくか、

50 円切手を貼って最寄りの郵便ポス

トに投函してください。

　また、町ホームページやファックス、

封書などでも受け付けます。

☆役場町民課メールアドレス

　choumin@town.mikata-kami.lg.jp

☆ファックス

　0796-36-3809

　なお、お寄せいただいたご提案やご

意見などの内容は、広報誌や町ホーム

ページなどに掲載することがあります。

ご
み
減
量
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課

「
ご
み
を
出
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
ご
協
力
を
く
だ
さ
い

　

昨
年
、
所
在
不
明
の
高
齢
者
が
多
数
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
は
、
都
市
部
に

比
べ
近
所
付
き
合
い
も
盛
ん
で
す
が
、
少
子

・
高
齢
化
の
影
響
で
徐
々
に
そ
れ
も
薄
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
で
は
今
年
度
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
香

美
町
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整

備
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
…

　

日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
活
動
に
加
え
て
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
運
送
な
ど
の
配
達
業
務
を
行
な
っ
て

い
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、
業
務
中
に
高
齢

者
の
異
変
に
気
付
い
た
場
合
、
い
き
い
き
相

談
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
を
見
守
る
網
を
き
め
細

か
く
し
、
高
齢
者
の
孤
立
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

高
齢
者
虐
待
や
消
費
者

被
害
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

問
題
の
早
期
発
見
、
ま

た
、
高
齢
者
や
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
支
援
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
で
の
高
齢
者
の

支
え
合
い
を
協
働
し
て

進
め
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉
課
内
）

　
　

℡
０
７
９
６
・
36
・
４
０
０
４
（
直
通
）

香美町高齢者見守りネットワークの

イメージ図

家族

友人 近所

自治会、福祉・民生委員、
老人クラブなど
　日常の中で、高齢者の身
近な存在として声掛けや見
守りをしていただきます。

介護サービス事業者
介護支援専門員
福祉サービス　など
　さまざまなサービス
を通して、高齢者が安
心して過ごせるように
します。

配達事業者など
　日常の配送業務を通
して、高齢者に異変が
あれば「いきいき相談
センター」へ連絡して
いただきます。
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起
業
・
創
業
支
援
制
度
の
ご
紹
介

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
観
光
商
工
課
・
各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

町
内
の
雇
用
拡
大
や
産
業
振
興
を
図
る
た

め
、
町
内
で
新
た
に
創
業
を
目
指
す
起
業
家

に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

① 

申
請
日
に
満
20
歳
以
上
の
町
内
に
住
所
が

あ
る
人

②
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い
人

③
町
内
で
事
業
を
営
む
予
定
の
人

④ 

兵
庫
県
指
定
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

を
営
む
予
定
の
人

き
り
と
り
線

「家庭ごみを減らす・出さない」アイデア

可　　　　不可

広報誌・町ホームページなどへの氏名の掲載
（いずれかに○印を記載してください）

海
外
研
修
費
用
の
助
成

　

小
・
中
学
生
が
国
際
的
で
豊
か
な
人
間
性

を
養
う
た
め
に
行
う
海
外
研
修
な
ど
の
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
小
・
中
学
生

助
成
対
象
と
な
る
経
費

　

旅
費
な
ど

助
成
の
額

　

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
10
万
円
）

全
国
大
会
出
場
費
用
の
助
成

　

町
内
に
住
む
人
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の

全
国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
場
合

に
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
人

助
成
対
象
と
な
る
経
費

　

全
国
大
会
出
場
に
係
る
旅
費
な
ど

助
成
の
額

　

経
費
の
２
分
の
１
以
内

全
国
大
会
出
場
・
海
外
研
修
費
用
を
助
成

●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
各
分
室

助
成
対
象
要
件

　

創
業
に
必
要
な
経
費
の
う
ち
、
次
の
経
費

に
係
る
総
額
が
５
０
０
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
経
費

・
研
修
、
法
人
登
記
の
経
費

・
広
告
宣
伝
費

・ 

事
務
所
、
店
舗
な
ど
の
開
設
費
（
設
備
費
、

備
品
購
入
費
な
ど
）

助
成
の
額

 

50
万
円

関係図書を縦覧します
北但ごみ処理施設都市計画事業

●問い合わせ先　役場町民課

　町では、豊岡市竹

野町で整備を予定し

ている北但ごみ処理

施設の都市計画事業

が県に認可されたこ

とを受け、その関係

図書を縦覧します。

対象図書

　豊岡都市計画 3号北但ごみ処理施設、香住

都市計画 1号北但ごみ処理施設および浜坂都

市計画 3号北但ごみ処理施設

縦覧期限

平成 28年 3月 31 日まで

（ただし、土、日、祝日および年末年始を除く）

縦覧場所

役場町民課
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

募金な
どへのご

協力ありがとうござました
第 34 回第 34 回

    香住ふるさとまつり香住ふるさとまつり

　香住区内の各世帯にお願いしました住民協賛金と

当日、呼びかけた募金の総額は、3,201,259 円で

した。併せて、東日本大震災義援金として 2日間

で 8,127 円お寄せいただきました。また、花火大

会終了後の清掃ボランティアにも多数のご尽力をい

ただきました。

　多くの皆様にご理解とご協力をいただき、誠にあ

りがとうございました。　　

●問い合わせ先　第34回香住ふるさとまつり総合委員会

　　　　　　　　（役場観光商工課内）

緑緑の募金

　今年度の緑の募金は、町全体で 1,384,847 円で

した。多くの皆さんにご協力いただき、誠にありが

とうございました。

　この募金は、森林整備をはじめ森林ボランティア

の活動支援や町、集落、学校の緑化活動など、緑豊

かな個性ある町づくりに役立てる計画となってます。

　なお、緑化事業をご希望の集落はご相談ください。

●問い合わせ先　役場農林水産課

分
譲
地
の
概
要

　

①
所
在
地　

　
　

村
岡
区
高
井
字
下し

も

だ

い

せ

ん

大
仙
３
６
６
番
８

　
　

（
行
政
区
は
「
光こ

う

よ

う陽
」）

　

③
面
積

　
　

２
９
８
・
65
㎡
（
90
・
34
坪
）

　

④
価
格

　
　

６
３
６
万
１
２
４
５
円

　
　

（
１
㎡
当
た
り
２
万
１
３
０
０
円
）

　
　

※
上
下
水
道
の
加
入
料
金
を
含
む

申
し
込
み
か
ら
契
約
ま
で
の
流
れ

　

①
現
地
確
認

　
　

申
込
者
が
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

②
申
込
方
法

　
　

申
込
書
類
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

　
　

え
、
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
に
ご
提
出

　
　

く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

　

③
譲
渡
代
金
の
納
入
方
法

　
　

譲
渡
契
約
締
結
日
ま
で
に
、
内
金
と
し

　
　

て
譲
渡
代
金
の
３
分
の
１
以
上
の
額
を

　
　

納
入
し
て
く
だ
さ
い
（
全
額
納
入
可
）。

　
　

残
金
は
、
譲
渡
契
約
締
結
日
か
ら
３
年

　
　

以
内
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

④
分
譲
宅
地
の
引
渡
時
期

　
　

譲
渡
代
金
の
全
額
納
入
後
で
す
。

　

※
そ
の
他
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
申

　
　

し
込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。

　

村
岡
区
高
井
地
内
に
あ
る
宅
地（
町
有
地
）

の
購
入
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
分
譲
は
１
区
画
（
区
画
番

号
７
番
）
の
た
め
、
購
入
希
望
者
が
確
定
次

第
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

残
り
１
区
画
で
す
。
お
早
め
に
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

役
場
建
設
課
・
各
地
域
局
農
林
建
設
課

町
有
宅
地
第
２
次
分
譲

分
譲
の
条
件

　

①
申
し
込
み
資
格

　
　

町
内
に
在
住
も
し
く
は
居
住
し
よ
う
と

　
　

す
る
人

　

②
宅
地
の
利
用
制
限

　
　

申
込
者
本
人
が
居
住
す
る
住
宅
を
10
年

　
　

以
内
に
建
築
し
居
住
す
る
こ
と７７

分譲地の所在

分譲地の配置
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

文 

芸 

か 

み

真ま

さ

ご砂
俳
句
会　

七
月
句
会
よ
り

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

峡か

い

の
ど
の
家
も
ど
ぐ
だ
み
干
し
て
老
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有あ

り

た田 

美
代
子

一
病
と
気
楽
に
暮
そ
う
白
十
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

美
佐
子

祖
父
の
田
を
守
り
き
れ
ず
に
草
茂
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

神
官
も
来
賓
も
老
い
海
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

八
十
の
働
く
汗
の
至
福
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
柴 
光
代

梅ば

い

か

も

花
藻
咲
き
星
座
め
き
た
る
ひ
と
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君き

み

か香

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
果
て
潮
の
香
の
髪
洗
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二ふ

み

こ

三
子

梵
ぼ
ん
し
ょ
う鐘
の
中
の
詠
歌
や
青
葉
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

髪
切
り
し
子
の
福
耳
や
夏
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶ふ

み

こ

微
子

傘さ

ん

じ

ゅ寿
に
は
傘
寿
の
リ
ズ
ム
夏
野
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜き

み美

水
郷
の
嫁
入
り
舟
や
あ
や
め
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

天
草
干
す
港
に
来
て
い
る
検
診
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

◆
定
例
会　

（
香
住
文
化
会
館
）　

　

４
〜
10
月　

毎
月
第
一
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

　

11
〜
３
月　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

節電 にご協力を !!

 おめでとうございます

 町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

人権擁護委員法務大臣表彰

　長 智子（香住区一日市）

海事関係功労者国土交通大臣表彰

　植田青
はる あ き

明（香住区境）

　松井伸一（香住区下浜）

兵庫県保健衛生大会知事感謝

　【保健衛生・環境美化推進功労】

　　新屋あぜみちグループ

工事関係車両出入口

仮囲い（成型鋼板 Ｈ＝3ｍ）

児童・来客・職員出入口

凡　例

現場事務所の位置を変更
香住小学校改築工事

●問い合わせ先　町教育委員会教育総務課

　広報「ふるさと香美」第 76号（平成 23年 7月号）

12 ページでお知らせした香住小学校改築工事の記事

のうち、現場事務所の設置場所が、旧役場本庁舎跡地

から体育館南側のスペースに変更となりました。

（家庭での節電対策の一例）

・ エアコンの設定温度を 2℃ほど上げる

（例：26℃を 28℃に上げる）。

・ 冷蔵庫の設定を「強」から｢中｣に変える。

・ 電化製品を長時間使わない場合は、コ

ンセントからプラグを抜く。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 23年 7月 20 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

取
材
で
訪
れ
た
「
た
じ
ま
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」。
ご
協

力
い
た
だ
い
た
相
談
員
、
県
職

員
の
皆
さ
ん
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
１
日
の
取
材
活
動
を
通
し
て

驚
い
た
の
は
、
そ
の
相
談
電
話

の
多
さ
。
消
費
生
活
問
題
が
い

か
に
広
く
、
根
が
深
い
も
の
か

を
痛
感
し
ま
し
た
。
▼
で
も
皆

さ
ん
、
心
配
無
用
で
す
。
各
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、
百
戦

錬
磨
の
相
談
員
が
い
ま
す
の
で
。

▼
今
回
の
記
事
が
悩
ん
で
い
る

人
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※ このコーナーは、先月（6/25 ～ 7/22）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※ このコーナーは、先月（6/25 ～ 7/22）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News
清
流
・
矢
田
川
を
い
つ
ま
で
も
残
す
た
め
に
…

第
21
回
射
添
・
矢
田
川
ま
つ
り
（
７
月
16
日
、
村
岡
区
長
瀬
「
大お

お
な
る平

公
園
」）

　

「
ア
ユ
の
喜
ぶ
川
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
こ
の
祭
り

は
、
射
添
小
学
校
少
年
少
女
音
楽
隊
の
演
奏
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
環

境
作
文
朗
読
、
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
放
流
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
作
文
を
朗
読
し
た
射
添
小
６
年
の
岸
本
宗
一
郎
さ
ん
（
村
岡
区

柤
岡
）、
中
村
睦

む
つ
み

さ
ん
（
村
岡
区
川
会
）、
小
谷
俊
介
さ
ん
（
村
岡
区
原
）

の
３
人
は
「
矢
田
川
の
環
境
は
、
豊
か
な
森
や
た
く
さ
ん
の
生
物
、
地

域
の
人
々
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
、

ホ
タ
ル
が
飛
び
、
ア
ユ
が
た
く
さ
ん
泳
ぐ
、
そ
ん
な
矢
田
川
で
あ
る
よ

う
、
環
境
を
守
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
誓
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
ニ
ジ
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
な
ど
の
川
に
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
鮎
の
塩
焼
き
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
人
が
川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
…

Ｊ
Ｒ
香
住
・
佐
津
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
事
業

（
７
月
24
日
、
香
住
区
七
日
市
「
Ｊ
Ｒ
香
住
駅
」）

　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
香
住
、
佐
津
両
駅
の
開

業
１
０
０
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
香
住
駅

で
行
わ
れ
、
こ
の
節
目
を
祝
お
う
と
関
係
者

や
沿
線
住
民
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

香
住
、
佐
津
両
駅
は
１
９
１
１
年
（
明
治

44
年
）
10
月
25
日
に
開
業
。
地
域
交
通
の
拠

点
と
し
て
多
く
の
人
の
足
を
支
え
、
そ
し
て

地
域
発
展
の
か
な
め
と
し
て
歴
史
を
重
ね
な

が
ら
、
今
秋
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
式
典
は
、
天て

ん
じ
ん神

破は

ま魔
太

鼓
の
力
強
い
演
奏
で
開
幕
。
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
た
香
住
観
光
協
会
の
清
水

浩ひ
ろ
ひ
と仁
会
長
は
「
両
駅
は
長
い
間
、
町
の
玄
関

口
と
し
て
華
や
か
道
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

途
中
、
幾
度
も
の
困
難
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多

く
の
利
用
客
に
親
し
ま
れ
て
こ
の
日
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
両

駅
が
皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
香
住
、
佐
津
両
駅
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
念
。
そ
の
後
、
関
係
者
と

一
緒
に
地
元
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
松
葉
く
ん
」

「
活
イ
カ
く
ん
」
が
参
加
し
て
く
す
玉
割
り

が
行
わ
れ
る
と
、
そ
の
様
子
を
見
守
っ
て
い

た
多
く
の
人
か
ら
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
、
青
葉
保
育
園
職
員
に
よ
る

太
鼓
の
演
奏
や
記
念
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
と
こ

長
さ
約
70
ｍ
の
流
し
そ
う
め
ん
！

第
21
回
猿
尾
滝
ま
つ
り
（
７
月
10
日
、
村
岡
区
日
影
「
猿
尾
滝
」）

　

日
本
の
滝
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る
猿
尾
滝
で
行
わ
れ
た
こ
の
祭
り
は
、

初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
の
な
か
、
勇
壮
な
滝
の
姿
と
涼
を
求
め
て
訪
れ

た
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
行
わ
れ
た
そ
う
め
ん
流
し
で
は
、
滝
へ
続
く
遊
歩
道
沿
い
に
、

青
竹
を
加
工
し
て
作
っ
た
約
70
ｍ
の
と
い
を
設
置
。
18
㎏
、
約
７
２
０

人
分
の
そ
う
め
ん
が
冷
た
い
水
と
一
緒
に
流
れ
て
く
る
た
び
に
、
参
加

者
は
上
手
に
箸
で
す
く
い
上
げ
て
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
め
ん
流
し
を
楽
し
み
に
し
て
神
戸
か
ら
訪
れ
た
親
子
連
れ
は

「
昨
年
は
雨
で
祭
り
が
中
止
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
す
ご
く
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。自
然
の
中
で
食
べ
る
冷
え
た
そ
う
め
ん
は
格
別
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲川遊びを楽しむ子どもたち

▲遊歩道沿いに設けられた「そうめん流し」
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真
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

今
年
も
人
々
を
魅
了
！

第
34
回
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
（
７
月
23
〜
24
日
、
香
住
浜
周
辺
）

工
事
期
間
中
の
安
全
を
祈
っ
て
…

香
住
小
学
校
新
校
舎
建
築
工
事
安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
７
月
27
日
、
香
住
小
学
校
）

　

７
月
23
日
、
24
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
「
香
住
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」。
昭
和
53
年
に
始
ま
り
、
今
年
で
34
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

初
日
に
し
お
か
ぜ
香
苑
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ

は
、
県
立
高
砂
高
校
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開

演
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
よ
さ
こ
い
踊
り
や
サ
ル
サ
ダ
ン
ス
、
空
手
の

演
舞
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
た
び
に
、
詰
め
か
け
た
多
く
の
来
場
者

か
ら
喝
さ
い
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
海
上

花
火
大
会
で
は
、
約
２
５
０
０
発
の
華
麗
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
夜
空
を
染
め
上
げ
、
多
く
の
人
か
ら
大
歓
声
が
上
が
る
と
と
も

に
、
会
場
に
は
多
く
の
夜
店
が
出
店
さ
れ
、
祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
。

　

翌
25
日
に
は
香
住
浜
一
帯
の
「
う
み
の
ひ
ろ
ば
」
で
、
た
ら
い

こ
ぎ
大
会
、
長
靴
飛
ば
し
な
ど
の
こ
ど
も
大
会
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
１
チ
ー
ム
６
人
で
行
う
た
ら
い
こ
ぎ
大
会
は
、
２

人
１
組
で
た
ら
い
に
乗
り
込
み
、

沖
合
20
ｍ
に
あ
る
ブ
イ
を
回
り
、

リ
レ
ー
方
式
で
そ
の
タ
イ
ム
を

競
う
も
の
。
町
内
外
か
ら
39
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
懸
命
に
オ
ー
ル

を
こ
ぎ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
バ
ラ
ン
ス
を
取

る
の
に
一
苦
労
。
な
か
な
か
進

ま
な
か
っ
た
り
、
途
中
で
転
覆

し
た
り
と
選
手
が
悪
戦
苦
闘
す

る
す
る
姿
に
、
砂
浜
か
ら
は
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

来
年
２
学
期
か
ら
の
使
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
香
住

小
学
校
新
校
舎
建
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
７
月
27
日
、

香
住
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
、
町
、

学
校
関
係
者
、
地
元
の
代
表
者
、
施
工
業
者
な
ど
約
50
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
校
舎
は
、
南
校
舎
が
昭
和
40
年
、
北
校
舎
が
昭

和
45
年
に
そ
れ
ぞ
れ
竣
工
。
両
校
舎
と
も
築
40
年
以
上
が

経
過
し
て
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
、
耐
震
面
か
ら

も
問
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
、
児
童
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
す
。
新

し
く
建
築
さ
れ
る
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階

建
て
で
、
延
床
面
積
は
５
２
２
４
㎡
。
障
害
を
持
つ
児
童

な
ど
に
配
慮
し
て
、
段
差
を
な
く
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
行
う
と
と
も
に
、
町

内
産
木
材
を
使
用
し
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
内
装
の
木
質

化
に
よ
っ
て
、
環
境
に
優
し
く
、
ま
た
児
童
に
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

起
工
式
で
は
、
長
瀬
町
長
と
設
計
、
施
工
業
者
の
各
代

表
が
く
わ
入
れ
の
儀
式
な
ど
を
行
っ
た
後
、
参
列
者
が

次
々
と
玉
ぐ
し
を
捧
げ
、
工
事
期
間
中
の
安
全
と
工
期
内

の
完
成
を
祈
願
。

　

長
瀬
町
長
は
「
多
く
の
人
に
ご
協

力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
日
の

祈
願
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
新
し
く
建
築
さ
れ
る
校
舎

が
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い

学
び
舎
と
な
る
よ
う
、
今
後
と
も
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲ゴールを目指して、必死にオールをこぐ選手（7月 24 日、たらいこぎ大会）

▲ くわ入れを行う長瀬町長

ろ
て
ん
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
わ
れ
た

ほ
か
、
駅
舎
内
に
は
香
住
駅
の
昔
を
振
り
返

る
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
香
住
駅

は
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲「松葉くん」「活イカくん」もくす玉割りをお手伝い！
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メ
ー
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ホ
ー
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ペ
ー
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役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　財 政 課　36・1942
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　  消費生活相談窓口　36・1941
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
77
号
）
平
成
23
年
8
月
11
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 23 年 7 月 1 日現在）

合　計　20,726 人（－  30）

　男　　 9,867 人（－  20）

　女　　10,859 人（－  10）

世帯数  6,883 世帯（－   7）

カッコ内は前月比

　

指
定
を
受
け
た
範
囲
は
４
ha
に
も
お
よ
び
ま
す
。
ト
チ
ノ

キ
の
本
数
も
40
本
以
上
あ
り
、
そ
の
多
く
が
幹
周
り
約
５
ｍ
、

高
さ
が
約
25
ｍ
に
も
な
り
ま
す
。
な
か
で
も「
と
ち
の
き
村
」

か
ら
少
し
山
あ
い
に
分
け
入
っ
た
ト
チ
ノ
キ
は
、
幹
周
り
約

５
・
７
ｍ
と
い
う
巨
樹
で
す
。
大
地
を
わ
し
づ
か
み
に
す
る

か
の
ご
と
く
張
っ
た
根
、
大
空
を
埋
め
尽
く
す
よ
う
に
繁
る

枝
ぶ
り
は
威い

ふ

う

ど

う

ど

う

風
堂
々
と
し
、
ま
さ
に
ト
チ
ノ
キ
の
群
生
林
の

シ
ン
ボ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
力
強
さ
、
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
ト
チ
ノ

キ
の
群
生
林
。
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
涼
み
が

て
ら
、
ち
ょ
っ
と
会
い
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

土
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
食
糧
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
チ
の
実
は
そ
の
ま

ま
で
は
渋
く
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
食
用
と
す
る

た
め
に
行
う
あ
く
抜
き
は
、
そ
の
工
程
が
大
変
複
雑
で
面
倒

な
も
の
で
す
が
、
縄
文
時
代
の
人
々
に
食
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
す
で
に
あ
く
抜
き
の
技
術
が
確
立
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
貴
重
な
栄
養
源
と
し
て
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い

た
ト
チ
の
実
は
、
そ
の
後
も
日
常
の
食
糧
や
飢き

き

ん饉
の
際
の
非

常
食
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
20
〜
30
年
頃
、
戦
後
の
復
興
期
に
生
活
環
境
の
変
化

に
よ
り
木
材
の
需
用
が
急
増
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
時
中

の
乱
伐
な
ど
で
木
材
の
供
給
が
追
い
つ
か
ず
、
木
材
価
格
が

高
騰
。
そ
こ
で
、
木
材
の
再
生
産
を
で
き
る
限
り
早
く
行
お

う
と
、
国
策
と
し
て
広
葉
樹
を
伐
採
し
、
よ
り
成
長
の
早
い

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
を
植
林
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
の
森
林
の
約
４
割
が
人
の
手
で
植
え
ら
れ
た
人
工

林
と
な
り
、
町
内
で
も
ト
チ
ノ
キ
や
ブ
ナ
な
ど
の
広
葉
樹
と

針
葉
樹
が
混
じ
っ
た
自
然
林
が
伐
採
さ
れ
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
人
工
林
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

四
季
折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
、
豊
か
な
恵
み
が

多
様
な
生
き
物
を
育
む
広
葉
樹
の
森
。
旧
美
方
町
で
は
、
次

第
に
減
っ
て
き
た
貴
重
な
ト
チ
ノ
キ
の
群
生
林
を
守
り
、
後

世
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、
昭
和
56
年
に
旧
美
方
町
指
定
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

小
代
区
新
屋
に
は
尼
崎
市
立
美
方
高
原
自
然
の
家
「
と
ち

の
き
村
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
阪
神
間
の
子
ど
も
た
ち
が

自
然
学
校
な
ど
で
訪
れ
、
小
代
の
豊
か
な
自
然
を
体
験
し
、

そ
の
大
切
さ
学
ん
で
い
く
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
周
辺
に
は
そ
の
名
の
と
お
り
「
ト
チ
ノ
キ
の

森
」
が
あ
り
ま
す
。

　

ト
チ
ノ
キ
は
、
冬
に
葉
が
落
ち
る
落
葉
広
葉
樹
の
仲
間
で
、

湿
っ
ぽ
い
場
所
を
好
ん
で
育
ち
ま
す
。
葉
は
５
〜
７
枚
が
枝

の
先
に
集
ま
っ
て
手
の
ひ
ら
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

秋
に
は
葉
の
付
け
根
あ
た
り
に
丸
い
実
を
つ
け
、
そ
の
果か

ひ皮

の
中
に
は
、と
ち
も
ち
で
お
な
じ
み
の
「
ト
チ
の
実
」
が
入
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ト
チ
の
実
、
縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
果
皮
な
ど
が
出

第
14
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

 

町
指
定
文
化
財

ト
チ
ノ
キ
の
群
生
林


